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タヌキの巨大なアレの正体は？

　世間的に有名なタヌキのイメージ
のひとつとして「巨大な陰嚢」とい
うものがあります。実際にはタヌキ
の陰嚢(以下「アレ」と表記)が特別
に大きいという事実はありません。
なぜそんな根も葉もない説が流布し
ているのか謎でした。 

北斎漫画にも登場 

　この疑問の答えの端緒は目黒寄生
虫館にありました。朝日新聞(2016
年1月8日、東京版)での同館を紹介
した記事によると、巨大なアレは「バ
ンクロフト糸状虫による陰嚢水腫」
であり、北斎漫画にも絵が載ってい
るというのです。「北斎漫画」とは
葛飾北斎(1760-1849)による「イラ
スト集」といったもので、全15編あ
ります。実は私は北斎好きなのです
が、そんなのあったかな？と記憶に
ありません。さっそく北斎漫画をひっ
くり返して調べてみました。その絵
が載っていたのは十二編でした。天
保5年(1834年)の刊行で、北斎の生
前に刊行された北斎漫画の最後の巻

となります。この十二編は特に滑稽
な題材を扱っていることで知られて
います。 
　この絵の巨大なアレは誇張ではな
く、実在する寄生虫病「バンクロフ
ト糸状虫症」によるものだそうです。
糸状虫とはフィラリアのことで、大
きくくくれば線虫の仲間ということ
になります。フィラリアというとイ
ヌの寄生虫としてよく知られていま
すが、実際にはそれ以外のさまざま
な種類が含まれています。大村智氏
のノーベル賞受賞で有名になったイ
ベルメクチンはオンコセルカ症の治
療薬ですが、そのオンコセルカも糸
状虫の仲間です。 
　バンクロフト糸状虫症ではリンパ
管が破壊されてリンパ液(組織液)の循
環ができなくなり体にむくみが生じ
ます。リンパ管が破壊された場所が
アレだと北斎漫画のようなことになっ
てしまいます。破壊された場所がア
レ以外のこともあり、例えば足が肥
大することがあります。 
　バンクロフト糸状虫症はカによっ
て媒介されます。現代日本では根絶

されていますが、国外では今でも発
生している寄生虫病です。 

タヌキとは多分無関係 

　ただしこのバンクロフト糸状虫は
人間のみに寄生する種類です。タヌ
キで同様の症状を起こす糸状虫がい
るのかは不明ですが、おそらく存在
しないと思われます。ではこの寄生
虫病がなぜタヌキと結びついたのか
理由ははっきりしませんが、江戸時
代初期にはタヌキの巨大なアレの記
述があるそうです。それが広く普及
したのは18世紀後半のことで…。 
　と、ここまで書いたところで紙面
が尽きてしまいました。この続きは
また別の機会にしたいと思います。 
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。 
http://tokyotanuki.jp 

それは寄生虫病だった！？

スポンサー枠 
スポンサー募集中です！ 

(左)北斎漫画十二編の扉ページ。 
(右)問題のアレの図。「大嚢」という題が付けら
れている。二人の男が竿で運んでいるのが巨大
なアレなのである…。 
図版は国立国会図書館デジタルコレクションよ
り転載。「北斎漫画　１２編」の11コマ目に掲
載されている。 
同サイトでは北斎漫画全編の他、歴史的な文献
も多数公開されている。 
http://dl.ndl.go.jp/
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